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 先週は大きく株価が上昇し、為替も円安の動きが続いています。 

９月のメジャーＳＱを終えて、この流れが続くかどうかが秋相場の注目点になりそうです。 

ＮＹダウは２７０００を超え、再び史上最高値を目指す動きが出るでしょうか。 

 為替については、米国の利下げはドル安要因となるため円安がどの程度進むかです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１０８円まで値を伸ばしました。 

１０８円台半ばの抵抗を超えれば１０９円台が視野に入ってきますが１０７円割れとなる

と円高リスク再燃も。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 ＥＵは金融緩和再開とさらなる利下げの可能性も示唆していますが反対意見もあるため

ユーロもニュース次第で荒い動きが出るかもしれません。 

 クロス円も週足の抵抗を超えれば上昇転換になるペアが多いので、日足と合わせて週足

分析も重要です。  

   

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では日銀金融政策決定会合、黒田・日銀総裁定例会見、全国消費者物価指

数などがあります。 

米国ではニューヨーク連銀製造業景気指数、鉱工業生産、対米証券投資、住宅着工件数、

ＦＯＭＣ政策金利、パウエル・ＦＲＢ議長定例会見、フィラデルフィア連銀製造業景気指

数、中古住宅販売件数などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏でＺＥＷ景況感指数、消費者物価指数などがあります。 

ほかには、南アフリカ、スイス、英国で政策金利、英国でＢＯＥ資産買取プログラム規模、

ＢＯＥ金融政策委員会（ＭＰＣ）議事要旨、ニュージーランドで４－６月期ＧＤＰなどの

発表があります。 


